
 

令和６年度 青少年の家不登校対策事業「第２回ふれあいキャンプ」事業報告書 
 
１ 事業内容 
（１）趣 旨   青少年教育施設において、学校生活に悩みを持つ児童生徒を対象に、学習活動、自然体験活

動、集団活動、仲間との交流を図ることで新たな自分に気付き、周囲との関係について学び、
自分を見つめ直そうとする機会の提供に資する。 
 

（２）対 象  県内の不登校傾向が見られる小中高生  ２０名程度 
 
（３）期 日  令和６年７月２０日（土）～２１日（日） １泊２日 
 
（４）場 所  香々地青少年の家 
 
（５）参加人数  １５名 （児童生徒１０名、保護者５名） 

 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 高１（日帰り） 合計 
男子   ２  １ ４   ７ 
女子     １  １ １ ３ 
合計   ２  ２ ４ １ １ １０ 

 
（６）講 師  大分大学教授  溝口 剛 氏 
 
（７）支援者  大分大学学生 １６名 
 
（８）プログラム  
 
  ①活動Ⅰ：「海の生き物観察」 
    開始直後は、タイドプールでカニや貝等を観察し、捕獲するなどやや控えめに活動する参加者が多く見ら

れた。職員がウニやヒトデなどを捕えて見せると、積極的な姿勢が見られるようになり、MF と一緒になっ
て生き物を探す姿が見られた。捕えた生き物をお互いに見せ合い、自信満々に紹介する姿が多く見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  ②活動Ⅱ：「縁側タイム」 
    地元で栽培されたスイカを使用したスイカ割りと花火大会を実施した。MF と協力して活動していた。花

火は手持ち花火を中心に行い、最後に吹き上げ花火を実施した。花火大会に行けていなかったり、友達と花
火をしたことがない参加者も多く、貴重体験となったようで思い出深い活動となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  ③活動Ⅲ：「海遊びタイム」 
    いかだ活動、海水浴とバナナボートを実施した。MF と協力しながら楽しそうに活動する姿が多く見られ

た。片付けもMFからの声かけに応じて、最後まで取り組むことができた。 
 
 
 
 
 
 

担当：柏木、小﨑 



 

参加者アンケート集計（対象：１泊２日参加者の９名） 

（９）事業評価 
 
 
 
１．キャンプの満足度 

  4 3 2 1 平均 

海の生き物観察（9） 6 2 1  3.6 

縁側タイム    （9） 8   1 3.7 

海遊びタイム  （9） 8 1   3.9 

のんびりタイム（9） 9    4.0 
 
２．自己評価 

  4 3 2 1 平均 

活動に積極的に取り組むことができた 7 1 1   3.7 

MF や友だちと話ができた 7 1  1 3.6 

キャンプを楽しむことができた 8  1  3.8 

周りの力をかりずに活動ができた 6 3    3.7 
 
 

 
 

  ４（変化大） 3 2 １（変化小） 

意欲 8 7  1 

コミュニケーション 9 7   

自己肯定感 11 4  1 

自立 8 7  1 
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「IKR調査」個人データ 事前・事後比較

事前 事後

メンタルフレンドアンケート集計（対象：メンタルフレンド１６名） 

IKRアンケート調査集計（対象：１泊２日参加者の９名） 

IKR調査は、１泊２日の参加者９名に実施した。９名のうち７名に心の変容がプラスに表れていた。→ 77.8％ 



 

 
３ 成果と課題 

（１）成果 

○アンケートからも分かるとおり「のんびりタイム（自由選択活動）」での満足度が高く、重要な活動である

ことが分かる。不登校または不登校傾向にある子どもにとってメンタルフレンドとのつながりを深める時間

であるとともに、自己選択・自己決定を促す機会となった。 

○メンタルフレンドのかかわり方が、子どもの様子や特性をよくとらえた上で考えられた言動であった。メン

タルフレンド会議や提出された記録をみると、子どもの行動に対して理解し、声かけや行動などの働きかけ

を行っていることが分かる。 

   

（２）課題 

○ 今回の参加者は全員がリピーターであった。必要とする相手に情報を届けられるよう、広報活動のあり方

を見直し、新規参加者の獲得を目指したい。 

○ 今回の参加者はふれあいキャンプにたびたび参加しており、何度もIKR 調査を実施しているため、回答が

ルーチン化しているように感じる。IKR調査実施の方法も来年度に向けて考えていく必要がある。 

 

（３）子どもたちの声（メンタルフレンドに対して） 

○ 一番楽しかったことは、一緒に海に入ったことです。 

○ 色々やさしくしてくれてありがとう。おかげでキャンプが楽しくなりました。 

○ MFさんがお世話をしてくれて、とても心強かったです。また会いましょう。 

○ ２日間ありがとうございます。 

○ MFさんと一緒に過ごしたときがとても楽しかったです。また会えたら一緒に遊びたいです。 
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事前 事後

「心理的社会能力」では、

9.4 ポイント、「徳育的能

力」では、6.2ポイント、 

「身体的能力」では、5.1ポ

イント、「生きる力」では、

20.7ポイント向上。 

→ 全ての項目、向上に有

意差が見られた。 


